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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結
累計期間

第70期

会計期間

自　平成24年
４月１日

至　平成24年
９月30日

自　平成25年
４月１日

至　平成25年
９月30日

自　平成24年
４月１日

至　平成25年
３月31日

売上高 (百万円) 45,138 48,372 97,720

経常利益 (百万円) 709 804 1,697

四半期（当期）純利益 (百万円) 397 508 693

四半期包括利益又は包括

利益
(百万円) 377 657 811

純資産額 (百万円) 6,956 7,925 7,398

総資産額 (百万円) 41,575 41,800 41,616

１株当たり四半期（当

期）純利益金額
(円) 15.17 19.31 26.43

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 16.2 18.4 17.2

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
(百万円) 1,142 768 1,958

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
(百万円) △7 △270 △178

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
(百万円) △1,031 △1,034 △1,967

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高
(百万円) 6,014 5,187 5,724

　

回次
第70期

第２四半期連結
会計期間

第71期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自　平成24年
７月１日

至　平成24年
９月30日

自　平成25年
７月１日

至　平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益

金額
(円) 13.58 17.43

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、各期とも潜在株式が存在しないため記載

しておりません。　
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策を背景に円安・株高傾向で推移

し、輸出関連企業を中心とする企業収益の改善や公共投資の増加により、景気は緩やかに回復しつつあるものの、

海外景気の下振れ懸念等もあり、依然として先行きの不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは積極的な営業活動を展開するとともに、収益基盤の強化と財務体質の改善

に取り組んでまいりました。

　

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は483億72百万円（前年同期比7.2％増）、営業利益は８億29百

万円（前年同期比11.3％増）、経常利益は８億４百万円（前年同期比13.4％増）、四半期純利益は５億８百万円

（前年同期比27.9％増）となりました。

　

セグメント別の概況は次のとおりであります。

　

（電機関連事業）

電機関連事業では、太陽光発電設備用制御機器の販売が引き続き好調であったものの、景気の回復基調が企業の

設備投資まで波及せず、関連商材の取扱いが低調であったため、売上高は前年同期比で若干増収となりましたが、

損益面では前年同期を下回りました。

以上の結果、売上高は91億78百万円（前年同期比4.6％増）、セグメント利益は３億92百万円（前年同期比

28.5％減）となりました。

　

（機械関連事業）

機械関連事業では、農業施設事業における大型サイロ工事の工事進行基準による売上計上や予冷施設工事の受け

渡し、機械設備事業における食品製造設備等の受け渡しが順調に進んだことにより、前年同期比で売上高は増収と

なり、セグメント損益は大幅な改善となりました。

以上の結果、売上高は35億63百万円（前年同期比14.2％増）、セグメント損失８百万円（前年同期はセグメント

損失１億円）となりました。

　

（資材・燃料関連事業）

建材事業では、公共工事の増加や大型の民需物件の受け渡しに加え、東北における復興関連需要の取り込みによ

り、好調に推移しました。

燃料事業では、厳しい市況の影響により販売数量は伸び悩みましたが、前年同期並みの実績を確保することがで

きました。

以上の結果、売上高は246億33百万円（前年同期比6.8％増）、セグメント利益は２億10百万円（前年同期比

94.1％増）となりました。

　

（海運関連事業）

連結子会社のナラサキスタックス㈱では、主要貨物である鋼材・木材の好調な取扱い及び東南アジアの輸出入取

扱数量が大きく伸びたこと等により、前年同期比で増収増益となりました。

以上の結果、売上高は89億36百万円（前年同期比3.6％増）、セグメント利益は２億16百万円（前年同期比5.5％

増）となりました。
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 (2) 財政状態の分析

 （資産、負債及び純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は418億円となり、前連結会計年度末に比べ１億84百万円の増加となりま

した。主な要因は、現金及び預金の減少５億26百万円、流動資産のその他の増加３億40百万円、投資有価証券の増

加３億56百万円であります。

負債は338億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億42百万円の減少となりました。主な要因は、借入金

の減少８億18百万円、流動負債のその他の増加５億62百万円であります。

純資産は79億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億26百万円の増加となりました。以上の結果、自己

資本比率は前連結会計年度末に比べて1.2ポイント増加し、18.4％となりました。　

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　 (キャッシュ・フローの状況)　

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は51億87百万円（前年同期は60億14百万円）とな

り、前連結会計年度末に比べて５億36百万円の減少となりました。

　

　各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、７億68百万円の収入（前年同期は11億42百万円の収入）となりまし

た。主な収入項目は、税金等調整前四半期純利益８億６百万円、減価償却費２億36百万円であり、主な支出項目

は、法人税等の支払額４億８百万円であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、２億70百万円の支出（前年同期は７百万円の支出）となりました。主

な支出項目は、有形固定資産の取得による支出１億14百万円、投資有価証券の取得による支出１億44百万円であり

ます。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、10億34百万円の支出（前年同期は10億31百万円の支出）となりまし

た。主な支出項目は、借入金の純減少額８億18百万円、配当金の支払額１億29百万円であります。 

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

特記すべき事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 26,628,000 同左　　

東京証券取引所

（市場第二部）

札幌証券取引所

単元株式数は1,000

株であります。

計 26,628,000 同左　　 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年９月30日 ― 26,628 ― 2,354 ― 619

　

（６）【大株主の状況】

　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三菱電機㈱ 東京都千代田区丸の内２丁目７―３ 2,096 7.87

三菱UFJ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目４―５ 1,156 4.34

大野　順治 北海道苫小牧市 820 3.08

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目２―１ 810 3.04

㈱北洋銀行 北海道札幌市中央区大通西３丁目７ 717 2.70

ナラサキ産業持株会
東京都中央区入船３丁目３―８

ナラサキ産業㈱内　
596 2.24

三井住友海上火災保険㈱ 東京都千代田区神田駿河台３丁目９番地 567 2.13

住友大阪セメント㈱ 東京都千代田区六番町６番地28 545 2.05

江田　幸雄 栃木県宇都宮市 540 2.03

酒井重工業㈱ 東京都港区芝大門１丁目４―８ 498 1.87

計 ― 8,348 31.35
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　50,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　　26,492,000 26,492 ―

単元未満株式 普通株式　 　　 86,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 26,628,000 ― ―

総株主の議決権 ― 26,492 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権６個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式53株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ナラサキ産業株式会社

東京都中央区入船三丁目

３番８号
50,000 　　　― 50,000 0.19

計 ― 50,000 　　　― 50,000 0.19

（注）上記のほか、四半期連結財務諸表に自己株式として認識している信託銀行（従業員持株ＥＳＯＰ信託口、以下

「信託口」という）所有の当社株式が213,000株あります。これは当社と信託口が一体のものであると認識し、

信託口が所有する当社株式を自己株式として計上していることによるものであります。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）の四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,747 5,220

受取手形及び売掛金 21,430 21,450

商品及び製品 452 535

原材料及び貯蔵品 31 33

その他 1,365 1,705

貸倒引当金 △27 △28

流動資産合計 28,999 28,918

固定資産

有形固定資産

土地 5,789 5,776

その他（純額） 2,940 2,894

有形固定資産合計 8,729 8,670

無形固定資産

その他 75 66

無形固定資産合計 75 66

投資その他の資産

その他 3,882 4,209

貸倒引当金 △71 △64

投資その他の資産合計 3,810 4,144

固定資産合計 12,616 12,882

資産合計 41,616 41,800
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,546 21,544

短期借入金 2,500 2,300

1年内返済予定の長期借入金 2,285 2,157

未払法人税等 424 328

賞与引当金 307 286

その他 941 1,503

流動負債合計 28,004 28,120

固定負債

社債 200 200

長期借入金 3,430 2,939

退職給付引当金 979 1,019

役員退職慰労引当金 222 202

特別修繕引当金 33 45

その他 1,346 1,346

固定負債合計 6,212 5,753

負債合計 34,217 33,874

純資産の部

株主資本

資本金 2,354 2,354

資本剰余金 1,298 1,303

利益剰余金 3,379 3,756

自己株式 △35 △29

株主資本合計 6,997 7,385

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 155 288

繰延ヘッジ損益 0 0

その他の包括利益累計額合計 156 288

少数株主持分 244 251

純資産合計 7,398 7,925

負債純資産合計 41,616 41,800
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高
※1 45,138 ※1 48,372

売上原価 41,002 44,130

売上総利益 4,135 4,241

販売費及び一般管理費
※2 3,390 ※2 3,411

営業利益 745 829

営業外収益

受取利息 10 7

受取配当金 14 16

受取賃貸料 35 34

持分法による投資利益 13 11

その他 13 12

営業外収益合計 87 82

営業外費用

支払利息 91 71

その他 31 36

営業外費用合計 122 107

経常利益 709 804

特別利益

固定資産売却益 5 －

負ののれん発生益 － 4

特別利益合計 5 4

特別損失

固定資産処分損 3 1

投資有価証券評価損 33 －

特別損失合計 36 1

税金等調整前四半期純利益 678 806

法人税、住民税及び事業税 221 317

法人税等調整額 50 △33

法人税等合計 271 283

少数株主損益調整前四半期純利益 406 523

少数株主利益 9 14

四半期純利益 397 508
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 406 523

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △26 134

繰延ヘッジ損益 △2 △0

その他の包括利益合計 △29 133

四半期包括利益 377 657

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 369 640

少数株主に係る四半期包括利益 8 16
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 678 806

減価償却費 220 236

長期前払費用償却額 6 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △28 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △20

退職給付引当金の増減額（△は減少） 75 40

その他の引当金の増減額（△は減少） △94 △8

受取利息及び受取配当金 △25 △24

支払利息 91 71

投資有価証券評価損益（△は益） 33 －

持分法による投資損益（△は益） △13 △11

固定資産処分損益（△は益） △1 1

売上債権の増減額（△は増加） 436 △19

たな卸資産の増減額（△は増加） 200 △85

仕入債務の増減額（△は減少） △244 △2

その他 313 237

小計 1,638 1,222

利息及び配当金の受取額 27 28

利息の支払額 △96 △73

法人税等の支払額 △427 △408

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,142 768

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △80 △114

有形固定資産の売却による収入 98 20

投資有価証券の取得による支出 △2 △144

貸付けによる支出 △4 △3

貸付金の回収による収入 4 5

その他 △22 △32

投資活動によるキャッシュ・フロー △7 △270

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △925 △200

長期借入れによる収入 1,650 600

長期借入金の返済による支出 △1,361 △1,218

社債の償還による支出 △200 －

自己株式の売却による収入 10 10

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △128 △129

少数株主への配当金の支払額 △4 △4

その他 △71 △92

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,031 △1,034

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103 △536

現金及び現金同等物の期首残高 5,910 5,724

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 6,014 ※ 5,187
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

 　当社が建設機械を売却したリース会社に対して、リース会社の有する債権について保証をしております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）

　

　

当第２四半期連結会計期間

（平成25年９月30日）

売却件数（41件） 284百万円 売却件数（33件） 203百万円

　 なお、上記の保証については、販売機械が実質的な担保になっております。

　

２　受取手形裏書譲渡高　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成25年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 45百万円 35百万円

　

３　手形債権流動化に伴う買戻し義務額

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（平成25年９月30日）

手形債権流動化に伴う買戻し義務額 140百万円    　　　213百万円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　売上高の著しい季節的変動

　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

当社グループにおける官公庁向け及び一般民需物件の売上高は、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連

結会計期間に集中するため、四半期連結会計期間の売上高には季節的変動があります。

　

※２　販売費及び一般管理費の主なもの　

　

前第２四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日

　　　至　平成24年９月30日）　

当第２四半期連結累計期間

（自　平成25年４月１日

　　　至　平成25年９月30日）　

貸倒引当金繰入額 12百万円 1百万円

従業員給料手当 1,315 1,318

賞与引当金繰入額　 254 259

退職給付費用 141 122

役員退職慰労引当金繰入額　 24 27
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 6,047百万円 5,220百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △33 △33

現金及び現金同等物 6,014 5,187

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成24年５月11日

取締役会
普通株式 利益剰余金 130 5 平成24年３月31日 平成24年６月12日

　（注）平成24年５月11日取締役会決議の配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託に対する配当金２百万円を含めて

おりません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成25年５月14日

取締役会
普通株式 利益剰余金 131 5 平成25年３月31日 平成25年６月11日

　（注）平成25年５月14日取締役会決議の配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託に対する配当金１百万円を含めて

おりません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
電機

関連事業

機械

関連事業

資材・燃料関

連事業

海運

関連事業

その他

(注)1
合計

調整額

(注)２

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)３

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,775 3,120 23,067 8,626 1,547 45,138 － 45,138

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 4 315 2 109 431 △ 431 －

計 8,775 3,125 23,383 8,629 1,656 45,569 △ 431 45,138

セグメント利益又は

セグメント損失

(△)　

549 △ 100 108 205 72 835 △ 90 745

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設機械関連事業などを含

んでおります。

２　セグメント利益の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用△89百万円、セグメント間取

引消去額△０百万円が含まれております。

３　セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
電機

関連事業

機械

関連事業

資材・燃料関

連事業

海運

関連事業

その他

(注)1
合計

調整額

(注)２

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)３

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,178 3,563 24,633 8,936 2,060 48,372 － 48,372

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 0 346 6 99 452 △ 452 －

計 9,178 3,563 24,979 8,942 2,160 48,824 △ 452 48,372

セグメント利益又は

セグメント損失

(△)　

392 △ 8 210 216 106 918 △ 88 829

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設機械関連事業などを含

んでおります。

２　セグメント利益の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用△84百万円、セグメント間取

引消去額△４百万円が含まれております。

３　セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下の通りであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円17銭 19円31銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 397 508

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 397 508

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,214 26,337

（注１）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注２）当社では、従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式として計上し

ているため、上記の１株当たり四半期純利益金額の算定に用いられた前第２四半期連結累計期間及び当第２四半

期連結累計期間の「普通株式の期中平均株式数」は、当該株式数が控除されています。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成25年11月11日

ナラサキ産業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任
社員
業務執行社員

　公認会計士 江　口　泰　志　　印

　

　
指定有限責任
社員
業務執行社員

　公認会計士 定　留　尚　之　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るナラサキ産業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連
結会計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４
月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ナラサキ産業株式会社及び連結子
会社の平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成
績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい
て認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以　上
　

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期
報告書提出会社）が別途保管しております。
２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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